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【バンコックでの経験】

私は今年の1月の中頃にAPNIC（アジア太平洋ネットワークイ

ンフォメーションセンター）の会合のためにタイを訪れた。その際

に田中清さんと一緒に旅行したのが話の発端である。実はタイ語

で「タナカーン」というと「銀行」の意味になる。それを知った

我々は、バンコックの夜の飲み食いを田中銀行に頼ったのである

が、このジョークはタイの人にもちゃんと通じた。

このような単語が他にないかというので、小林豊編著「日タイ・

タイ日初級辞典」（小林株式会社、タイ国）という辞書を眺めてみ

ると、アライさんやタマダさんもタイ語では必修であることがわか

る（「くラタ」の先頭のひらがなは同辞書の表記法によるもの）。

何（what） ⇔ アライ

中華鍋 ⇔ くラタ

普通 ⇔ タマダー

なぜ（why）⇔ タムマイ

また「キーレー」というのは「醜い」ことであるとか、「くらイ」と

は「近い」ことであるが「くらーイ」では「遠い」ことだと書いてあ

る。このような単語を並べてバイリンガルの駄洒落ができそうだ。

【本当はどっちなの】

さてタイ語で一番最初に覚えるべき単語はサワディー（こんに

ちは）であるという。これだけは覚えて日本に帰国した。ぜひタイ

の友人へのメールでサワディーを使いたいものだ。でもタイに出す

のにカタカナでは通じない。それでは、というのでタイ語の会話の

本を見てSawatdiiと書いて送ってみる。すると返事にはSawas-

deeと書いてきたぞ。

まあ通じればどっちでもよい、と構わず仕事の話を続ける。本

誌でも紹介してもらった国際会議がタイで開かれる（時間に余裕

のある人は、ぜひhttp://www.cs.ait.ac.th/conf/acsc.htmlを見

てくださいね）。その会場のある土地は、日本語の観光ガイドブ

ックにはPathum Thaniと書いてある。しかし現地からはPra-

tumthaniと書いてくるなあ。

そのPathum Thani（つまりPratumthani）の近くには、山田

長政で有名なアユタヤがある。日本語のガイドブックを2、3冊見

ると、どれにもAyutthayaと書いてある。でもタイからのメール

の中ではAyudhyaとくる。

どうも、これは日本語のローマ字でいえば訓令式とかヘボン式

のような差異があるのではないか。その疑問をタイの友人だけでな

く、米国人や日本人でタイ語に詳しい知人に尋ねてみる。結論だ

けを書くと、どうやらタイ語の表記のルールは一筋縄ではいかな

いようだ。それでもあまり不便でないということは、タイ文字の習

得は意外に簡単なのだろうか。そうは見えないけれども。

【英語だけでは済まないアジア】

さてAPNICのようなネットワークインフォメーションセンター

では、たとえばIP（インターネットプロトコル）アドレスの割り当

てが重要な仕事である。アドレスは世界中で重複なく割り当てな

ければならない。そのために肝要なのはデータベースの整備であ

る。つまり割り当てずみのアドレスをきちんとデータベースで管理

しておく必要がある。

そのデータベースには、アドレスの割り当てを受けた組織名や

住所、担当者の人名などの固有名詞が登録される。もしデータベ

ースに英文字と数字しか登録できないとすると、上のタイのよう

な場合には、ちょっと困る。違う表記法がうまく変換できるのな

ら、まだ救われるのだが、やはり現地語で登録できないと問題が

発生するだろう。

インターネットが普及すると同時に、英語で書かれた情報が世

界中に拡散しているという指摘がある。それは正しい観測である。

また一方では電子メールやWWWで英語以外の言語を使う工夫

が進められている。これも現実である。この小文ではインターネ

ットを支える側のネットワークインフォメーションセンターでも

「英語以外の言語」が重要であるという事例を述べたつもりであ

る。

こんなことを考えながらアジア関係の別の会議に出ていたら、マ

ニラから来た人にこんなことをいわれた。「後藤さん、GOTOを食

べたことがありますか」。え、ちょっと待ってくださいよ。GOTO

というのはフィリピンでは食物なの？
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